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得点 FG試投数 FG成功数 FG成功率
日本代表チーム 322（64.4） 282（56.4） 115（23.0） 40.8％

















3ポイント ペリメーター 制限区域内 ゴール下
日本代表チーム
試投数 113（22.6） 69（13.8） 15 （3.0） 85（17.0）
成功数 37 （7.4） 25 （5.0） 6 （1.2） 47 （9.4）
成功率 32.7％ 36.2％ 40.0％ 55.3％
対戦相手
試投数 92（18.4） 59（11.8） 69（13.8） 97（19.4）
成功数 33 （6.6） 13 （2.6） 30 （6.0） 61（12.2）












































































































































試投数 77（15.4） 7（1.4） 1（0.2）
成功数 41 （8.2） 5（1.0） 1（0.2）
成功率 53.2％ 71.4％ 100.0％
対戦相手
試投数 66（13.2） 6（1.2） 25（5.0）
成功数 39 （7.8） 6（1.2） 16（3.2）




























































































































































































Foul TurnOver Steal BlockShot
Off. Def. Total
日本代表チーム 27 （5.4） 119（23.8） 146（29.2） 114（22.8） 76（15.2） 33（6.6） 13（2.6）
対戦相手 89（17.8） 149（29.8） 238（47.6） 99（19.8） 81（16.2） 40（8.0） 24（4.8）
（　）内は一試合平均の値
― 86 ―
名古屋学院大学論集
りの平均オフェンスリバウンド数は，日本代
表チームが5.4本であったのに対して，対戦相
手は17.8本であり，その差は対戦相手の方が
12.4本上回っていたことになる。
②オフェンスリバウンド獲得率
　日本代表チームのオフェンスリバウンド獲得
率が15.3％であったのに対して，対戦相手のオ
フェンスリバウンド獲得率は42.8％であり，そ
の差は対戦相手の方が27.5％上回っていた。
（3）ディフェンスリバウンド
①ディフェンスリバウンド数
　日本代表チームのディフェンスリバウンド数
が119本であったのに対して，対戦相手のディ
フェンスリバウンド数は149本であり，その差
は対戦相手の方が30本上回っていた。一試合
あたりの平均ディフェンスリバウンド数は，日
本代表チームが23.8本であったのに対して，
対戦相手は29.8本であり，その差は対戦相手
の方が6.0本上回っていたことになる。
②ディフェンスリバウンド獲得率
　日本代表チームのディフェンスリバウンド
獲得率が57.2％であったのに対して，対戦相手
のディフェンスリバウンド獲得率は84.7％であ
り，その差は対戦相手の方が27.5％上回ってい
た。
（4）パーソナルファウル
①パーソナルファウル数
　日本代表チームのパーソナルファウル数が
114回であったのに対して，対戦相手のパーソ
ナルファウル数は99回であり，その差は日本
代表チームの方が15回上回っていた。一試合
あたりの平均パーソナルファウル数は，日本代
表チームが22.8回であったのに対して，対戦
相手は19.8回であり，その差は日本代表チー
ムの方が3.0回上回っていたことになる。
（5）ターンオーバー
　日本代表チームのターンオーバー数が76回
であったのに対して，対戦相手のターンオー
バー数は81回であり，その差は対戦相手の方
が5回上回っていた。一試合あたりの平均ター
ンオーバー数は，日本代表チームが15.2回で
あったのに対して，対戦相手は16.2回であり，
その差は対戦相手の方が1.0回上回っていたこ
とになる。
（6）スティール
　日本代表チームのスティール数が33回で
あったのに対して，対戦相手のスティール数は
40回であり，その差は対戦相手の方が7回上
回っていた。一試合あたりの平均スティール数
は，日本代表チームが6.6回であったのに対し
て，対戦相手は8.0回であり，その差は対戦相
手の方が1.4回上回っていたことになる。
（7）ブロックショット
　日本代表チームのブロックショット数が13
回であったのに対して，対戦相手のブロック
ショット数は24回であり，その差は対戦相手
の方11回上回っていた。一試合あたりの平均
ブロックショット数は，日本代表チームが2.6
回であったのに対して，対戦相手は4.8回であ
り，その差は対戦相手の方が2.2回上回ってい
たことになる。
3.8　得点およびシュート以外の項目に関する
考察
　シュートに引き続きオフェンスリバウンドを
獲得することでセカンドチャンスを得ることが
でき，その数だけ攻撃回数が増す。そこで得ら
バスケットボールにおけるオフェンススタイルの確立
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れたセカンドチャンスのオフェンスでシュート
を打てばフィールドゴールの試投数の増加に直
結し，さらに，オフェンスリバウンドの獲得直
後にプットバックによる確率の高いシュートを
打つことができればシュートの成功率も著しく
高くなる。したがって，リバウンドは得点およ
びシュートに対して非常に大きな影響をもたら
す要因であり，日本代表チームはこの点で非常
に不利な状況にあったことが分かる。
　また，ターンオーバーはシュートに至ること
ができないまま攻防が入れ替わるため，フィー
ルドゴールやフリースローのシュート試投数の
増減に大きく関わる項目である。ターンオー
バーの種類は大きく二つに分類することがで
き，一つはオフェンスチームがバイオレーショ
ンを犯したことによりディフェンスチームのス
ローインからゲームが再開されるパターンであ
る。もう一つはディフェンスチームがスティー
ルに成功し，コート上で瞬時に攻防が切り替わ
るパターンである。一つ目のスローインで再開
されるパターンの場合，ターンオーバーを犯し
たオフェンスチームは次のプレイがスローイン
で再開される前にディフェンスの準備を整える
ことができる。しかし，スティールに伴うター
ンオーバーを犯した場合では，コート上で攻防
が瞬時に切り替わるため，ターンオーバーを犯
したオフェンスチームは次のディフェンスの準
備を整えることが非常に困難である。よって，
スティールに成功したチームはトランジション
オフェンスのシチュエーションでシュートを狙
うことが容易となる。
　日本代表チームのターンオーバーの回数は対
戦推手よりも若干少ないため，この点では優位
である。しかし，スティール数でも対戦相手を
下回っているため，日本代表チームはターン
オーバー後のオフェンスを優位に展開できてい
るとはいえない。
　したがって，ターンオーバーとスティールは
フィールドゴールやフリースローのシュート試
投数の増減や，その後のシュートシチュエー
ションに大きな影響をもたらす要因であり，こ
の点で日本代表チームは不利な状況にあったこ
とが分かる。
　ブロックショットによって阻まれたシュー
トもシュート試投数の中に含まれるが，その
シュートは成功する可能性を無くしリバウンド
ボールとなる。したがって，ブロックショット
はシュート成功率を低下させる大きな要因であ
り，この点でも日本代表チームは対戦相手と比
較して不利な状況にあったことが分かる。
4 ．まとめ
　本研究の結果から，今後の日本代表チームが
目指すオフェンススタイルの要点は以下の5点
に集約できる。
（1） スティール，リバウンドからのトランジ
ションオフェンス
　オフェンスのプレイをより有利なトランジ
ションオフェンスから展開するためには，コー
ト上で瞬時に攻防が入れ替わるスティールを誘
発しなければならない。また，ディフェンスリ
バウンドを確実に獲得することもトランジショ
ンオフェンスへのスムーズな移行に不可欠であ
るため，攻撃的なディフェンスから確実にディ
フェンスリバウンドを獲得することが望まれ
る。
（2）洗練されたセットオフェンス
　シュートセレクションの判断をチーム全員に
共通理解させるために，シュートシチュエー
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ションをコントロールし，セットオフェンスの
精度を高めていく必要がある。
（3）バリエーション豊かなゴール下シュート
　ゴール下シュートのバリエーションを増や
し，その精度を高めることが求められる。特
に，ポストピボットプレイからステップを駆使
した各種シュートの習得が急務である。
　また，制限区域内を積極的に攻撃することで
相手のファウルを誘発することにもつながる。
ファウルを得ることでフリースローでの加点に
つながる他，バスケットカウントによる3点プ
レイ（ディフェンスのファウルを誘いバスケッ
トカウントシュートとボーナス・フリースロー
での3点プレイ）を意識的に狙っていくことも
求められよう。
（4）高確率なアウトサイドシュート
　制限区域内を積極的に攻撃することで相手
ディフェンスをインサイドに収縮させることに
成功すれば，3ポイントやペリメーターでの高
確率なシュートが必要となる。一方，高確率な
アウトサイドシェートがあればディフェンスを
アウトサイドへ引き出すことが可能となり，手
薄となるインサイドをより攻撃することが可能
となるだろう。
5 ．組織化されたオフェンスリバウンド
　オフェンスの最後は必ずリバウンドを争って
終われるようオフェンスリバウンドを組織化す
る必要がある。オフェンスリバウンドを獲得
できれば単純に攻撃回数が増加するだけでな
く，プットバックなどゴール近辺での高確率な
シュートにつながる可能性が非常に高い。
　本研究にて，2006年FIBA世界選手権予選ラ
ウンドで日本代表チームが行った試合を分析す
ることで，次代の日本代表チームが目指すべき
オフェンススタイルを具体的な5点に集約する
ことができた。今後の課題としては，日本にお
ける各カテゴリのチームが行う試合の様相や，
各チームでの指導を本研究の示すオフェンスス
タイルと比較し，次代の日本代表チームの強化
へと発展させていきたい。
（本稿は2009年度名古屋学院大学商学部研究奨
励金による研究成果の一部である。）
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